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３．生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用（７つの研究領域における研究開発の目的）３．生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用（７つの研究領域における研究開発の目的）

研究開発の階層構造の提案 図２参照

生物・生態系研究開発調査検討ワーキンググループ報告書（案） 【概要】

必然としての生物多様性－ その保全と持続可能な利用 －

e. 生物多様性の保全・再生の技術・手法
どのようにして生物多様性を保全するのか

想定される危険性を回避するために、生物多様性を減少させない保全
策に資する基礎的技術・手法を開発する。

d. 生物多様性変化の影響評価
どのような生物多様性の損失が人類と文明の存続に危険をもたらすのか
生物多様性の変化が生態系や人間社会に及ぼす影響を評価し、生物多
様性の減少が人類や生態系にもたらす危険性を明らかにする。

a.基礎研究
生物多様性はどのようにして地球上の生命を支えているのか

生物多様性の実態およびその形成維持過程を観測し、それを解析す
ることにより、生物多様性に関する科学的知識を確実なものにする。
特に、生物多様性が人類を含めた地球上の生命と文明を支えるメカ
ニズムを明らかにする。

g. 生物資源の持続可能な利用とそのための政策
生物資源の持続可能な利用をどのように図るのか

生物資源の持続可能な利用を実現する政策オプションを提示する
とともに、生物を利用した環境保全のための安全な手法および技
術を開発する。

f. 国土と自然資源の利用と管理
生物多様性の保全と調和した自然資源や国土の利用を

どう設計するか
生物多様性の保全を織り込んだ国土の管理と、農林
水産業に代表される生命産業における自然資源の持
続可能な利用のための実践的な手法を開発する。

b.知的基盤の整備
生物多様性研究に係わる知的基盤の戦略的・体系的整備をどのように

図るべきか
生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用のための知的基盤
を整備する。

１．はじめに１．はじめに

背景：

○環境分野では推進戦略に基づき、重点５課題の研究開発を推進中

○生物学的・生態学的視点の強化

ワーキングループの使命：

○我が国の研究開発の状況・将来取り組むべき課題・方法等について調査検討

・生物を利用した環境保全等対策技術研究開発

・生物多様性の保全、生態系管理に係る研究開発

○現状認識から対策に至る環境分野における生物・生態系研究開発の階層構造を提案

２．調査・検討に至る経緯２．調査・検討に至る経緯

1992年： 生物多様性条約の採択（地球サミット）

2001年： 第２期科学技術基本計画（環境分野の推進戦略）

2002年3月：新・生物多様性国家戦略

2002年9月：持続可能な開発に関する世界サミット

2003年5月：環境分野における生物的な視点の重要性指摘

（重点分野推進戦略専門調査会）

2003年7月：ワーキンググループの設置

４．生物・生態系研究開発の現状４．生物・生態系研究開発の現状

(1)我が国における研究開発の現状

・各省における取り組みの現状とニーズ（図３参照）

・イニシャティブ研究における取り扱い

(2)国際的な研究開発の動向

・国際的枠組み／各種国際プログラム

・外国における研究開発の状況（米国・EUとの比較）

５．我が国が今後取り組むべき研究開発課題（抜粋）５．我が国が今後取り組むべき研究開発課題（抜粋）

a. 進化プロセス、生物間相互作用、生物種のインベントリー等

b. 生物資源保存・提供事業/情報処理・管理手法の開発等

c. 総合的な予測モデル研究等

d. 生物多様性の価値－生態系機能や生態系サービスとの関係等

e. 地域の特性に応じた生物多様性の保全手法の開発等

f. 順応的管理の理念に基づく社会技術実験/生業との関係等

g. 生物機能を利用する環境保全技術/評価・経済的手法の開発等

６．関連する重要事項６．関連する重要事項

(1) イニシャティブによる推進体制の確立を図る

・具体的な実行計画の作成

(2)法的・制度的整備を図り、生物・生態系研究を推進する

(3)国際協力には国として対応し、国際的リーダーシップを発揮する

(4)産学官の役割分担を明確にするとともに、積極的に連携を図る

(5)地域的取り組みとの連携を深め、学際的研究交流の場を形成する

・学術研究と実務との交流・連携

(6)人材育成に必要な予算、インフラ、組織の充実・整備を図る
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c. 生物多様性変化の予測
人間の活動によって生物多様性はどのように変化してゆくのか
生物多様性の変化をもたらす主要な自然的要因と人為的要因、お
よびその複合的作用機構を明らかにする。そして、生物多様性の
変化を予測するとともに、その予測限界を明らかにする。

（全体目標）

人類生存のための生物多様性の
保全と生物資源の持続可能な利用

（全体目標）

人類生存のための生物多様性の
保全と生物資源の持続可能な利用

取りまとめ取りまとめののスタンススタンス

・生物多様性の保全は人間の生存・文化の多様性に
関わるので大事

・生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の観点

・予見的・予防的アプローチの選択



                            図２　　生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用のための戦略的研究開発の階層構造

e: 生物多様性の保全・再生
の技術・手法 (e7)  どのような

自然再生技術を
開発するか

(e2)  順応的管理をいか
に図るべきか

(e6)  地域に固有の
生物多様性を地域
の空間・文化特性
に応じて、いかに保
全するか

(e3)  絶滅危惧
生物を増やさな
いような対策な
らびに絶滅危惧
種の回復をどう
図るのか

(e5)  どのような増殖
技術・個体群再生・遺
伝的多様性回復技術
を開発するか

(c4)  気候変動、化学物質汚染、廃棄物汚
染、侵入種・組換え体による撹乱、土地改
変、水汚染・水循環変動等によって生態系
はどのように変化してゆくのか（環境変化
シナリオ）

(c3)  生態系の分断、孤立化、改変等に対
して生態系はどう反応し、変化していくの
か
（環境変化シナリオ）

(c5)  人口、産業構造、食料、エネルギー
需要、土地利用等の変化により生態系は
どのように変化してゆくのか
（社会・経済シナリオ）

(d3)  生物種の減少は生態系の
財とサービスにどのような影響
を及ぼすのか

(d5)  生物多様性と生態系機能
の関係はどうなっているのか

(d6)  生物多様性の変化は、農業、
産業、安全、文化等人間社会にどの
ような影響を及ぼすのか

(d7)  人間健康への影響はど
のようなものか

d. 生物多様性変化の影響評価c. 生物多様性変化の予測

(e1)  どのようにして
生物多様性を保全
するか

(c1) 人間の活動によって生
物多様性はどのように変化
してゆくのか

(d1)  どのような生物多様性
の損失が人類の存続に危
険をもたらすのか

　b. 知的基盤の整備

(f5)　水資源確保、防
災上の安全確保と生
物多様性保全を調和
させた流域管理をどう
行っていくか

(f1)　生物多様性の保全と調和し
た自然資源や国土の利用をどう設
計するか

(f4)　持続的な農林水
産業と健全な生物多
様性をどう確保する
か

a. 基礎研究

(a1)  生物多様性はどのよう
にして地球上の生命を支え
ているのか

全体目標
人類生存のための生物多様性の保全と生物資
源の持続可能な利用をどのように図るか

f:　国土と自然資源の持続可能な利用と管理

(f6)　生物機能を活用した
安全で快適な生活環境を
どう確保するか

(a2)  どのような生物がどこに
集って、どのような構造と機能
をもった生態系が成立している
のか

(e4)  どのような生息
地保全技術・システ
ムを開発するか

(a4)  地球上のどこに、どの
ような生物がどのくらい存在
するのか

(a3)  それぞれの生物はどのような
生活を営み、相互にどのような関
係を結んでいるのか

(a5)  どのような進化・生態
プロセスで生物多様性は形
成されるのか

(b1)　生物多様性研究に係わる
知的基盤の戦略的・体系的整備
をどのように図るべきか

(b4)　生物多様性の長期変動
モニタリングをいかに実施す
るか

(b5)　知的基盤の品質を保証し、
その体系的整備を支えるために
どのような基礎的研究・技術の
開発が必要とされるか

(b3)　生物多様性に係わ
る情報の整備と提供をい
かに進めるか

(b2)　自然資源の保存・
整備と提供をいかに進め
るか

(d2)  生物多様性減少の危険
性に人類はどのように適応し
ていくことができるのか

(d4)  生物多様性の価値は何
か

g: 生物資源の持続可能な利用とそのための政策

(g1)　生物資源の持続可
能な利用をどのように図
るのか

(g2)　生物資源の持続可能な利用
のために、どのような政策を提示す
るのか

(g7)　新たな生物利用技術の有
効性や生物多様性影響の総合
的評価手法をどう構築するの
か

(g6)　LCAの視点で実用的な技
術・システムをどう構築するの
か

(g5)　生物利用技術によって、
どこまで環境負荷を抑制でき
るのか

(g3)　生物資源の整備・品質保証、
アクセス及び利益の衡平な配分を
どのように図るのか

(g4)　環境・経済・社会の便益間の
取引を考慮して、生物資源の多様
な利用の最適化をどのように図る
のか

(e8)  地域の生物多
様性を構成する重要
要素の抽出と生息・
生育適地の評価をど
のように行うか

(e9)  現存の保全
技術と規制の効
果に対する科学
的評価をどう与え
るか

(f7)　生物多様性保全
を考慮した都市をどう
設計するか

(f3)　土地利用、自
然資源開発に予防
的アプローチをどう
導入するか

(f2)　社会・経済・文化的イ
ンセンティブを利用した国
土管理制度をどう開発す
るか

(c2)  自然的な撹乱により生物多様性がど
の程度変化するのか
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(環C1) 流域ランドスケープにおける生物多様性の維持機構に関する研究
(環C2) 生物群集の多様性を支配するメカニズムの解明に関する研究
(環C3) 野生生物の遺伝的多様性をモニタリングするための手法の開発
(文C4) 深海生態系の生物生産と物質循環に関する研究
(文C5) 海洋生物環境の計測に関する研究
(文C6) 熱水活動に依存する微生物生態系の研究
(文C7) 亜熱帯島嶼における自然環境と人間社会システムの相互作用
(文C8) 共生概念の再構築－極東島弧における歴史的アプローチ
(環F1) 環境影響評価に必要とされる自然環境の基礎的調査
(環F2) 野生生物の地域固有性の遺伝子配列による把握。
(環F3) 保護動物の生理・生態等の解明に関する研究
(農F4) 農業環境保全に向けた生物機能の解明と活用技術の開発
(農F5) 海洋生態系の解明と海洋生物資源の持続的利用技術の開発

人類生存のための生物多様性の
保全と生物資源の持続可能な利用

e: 生物多様性の保全・再生の
技術・手法

d: 生物多様性変化の影響評価c: 生物多様性変化の予測

g: 生物資源の持続可能な
利用とそのための政策

f: 国土と自然資源の持続
可能な利用と管理

a: 基礎研究
b: 知的基盤の整備

人類生存のための生物多様性の
保全と生物資源の持続可能な利用
人類生存のための生物多様性の
保全と生物資源の持続可能な利用

e: 生物多様性の保全・再生の
技術・手法

d: 生物多様性変化の影響評価d: 生物多様性変化の影響評価c: 生物多様性変化の予測c: 生物多様性変化の予測

g: 生物資源の持続可能な
利用とそのための政策

f: 国土と自然資源の持続
可能な利用と管理

a: 基礎研究
b: 知的基盤の整備

図３ 環境分野における生物・生態系研究開発課題の現状とニーズ（各省：平成15年度）

研究課題の見方 (省C#) 課題名

C: 現課題 / F: ニーズ #: 課題番号

(環C43) 荒廃熱帯林のランドスケープレベルでのリハビリテーションに関する研究
(環C44) 熱帯域におけるエコシステムマネージメントに関する研究
(環C45) ヨシ原管理が野生生物および生態系機能に与える影響に関する研究
(国C46) 河川生態系における生息生育環境の定量化に関する研究
(国C47) 干潟・浅海域の自然浄化能力の促進による沿岸環境改善技術に関する研究
(国C48) 河川・湖沼における自然環境の復元技術に関する研究
(農C49) 生態系保全技術検討調査
(農C50) 水物質循環，生態系の機能再生・向上技術の開発
(国C51) 自然共生型国土基盤整備技術の開発
(農C52) 農業生物資源ジーンバンク事業
(国F15) 流域・河川・沿岸海域に関する栄養塩類等の動態解明と生態系保全からみた管理
手法に関する研究
(農F16) 二次的自然環境における絶滅危惧種のモニタリング手法と保全技術の開発
(農F24) 中山間地域等における管理粗放化が生物多様性へ及ぼす影響の評価と保全・再
生技術の開発
(国F25) 沿岸海域の生物多様性を実現する沿岸環境改善技術に関する研究
(国F26) 水管理と水環境・水生生態系間の関係についての調査技術開発
(環F27) 流域ランドスケープの環境修復に関する研究
(環F28) 外来生物による生態系影響の緩和に関する研究及び技術開発
(農F29) 海洋生態系の保全に関する研究

(農C25) 地球温暖化の影響及びリスクの解明
(環C28) 野生生物の生息適地からみた生物多様性の評価手法に関する研究
(環C29) 侵入生物による生物多様性影響機構に関する研究
(環C30) 高度情報・通信技術を用いた渡り鳥の移動経路と生息環境の解析および評価
に関する研究
(環C31) 遺伝子組換え生物の開放系利用による遺伝子移行と生物多様性への影響評
価に関する研究
(環C32) 組換え農作物の環境安全性評価のための予備的研究～一般圃場を活用したイ
ネの花粉飛散の解析～
(環C33) 遺伝子組換え生物の生態系影響評価手法に関する研究
(環C34) 自然共生型水・物質循環
(国C35) 内湾域底泥における有害化学物質汚染の実態と生物及び生態系への影響評
価に関する研究
(農C36) 農林水産生態系における有害化学物質のリスク評価
(文C37) 南極陸域生態系の生物多様性に及ぼす環境変動の影響に関する研究
(環C38) アジアオセアニア地域における生物多様性の減少解決のための世界分類学イ
ニシアティブに関する研究
(環C39) 農薬による陸域生態影響評価技術開発調査
(環C40) 生物多様性の減少機構の解明と保全
(環C41) 病原生物が野生生物集団に及ぼす影響に関する研究
(文C42) 持続的森林利用オプションの評価と将来像
(環F18) 侵入生物と遺伝子組換え生物の生態系影響評価
(農F19) 農業生態系における侵入・導入生物の環境影響評価と防止技術の開発
(農F20) 遺伝子組換え生物の生物多様性影響評価と環境安全性評価手法の開発
(農F23) 各種生物種の流通とその生態系影響の解明と評価
(環F21) 生態系の上位種、典型種、特殊種に対する環境影響の定量的評価手法の開発
(環F22) 生態系の環境保全措置の定量的評価手法の開発
(農F24) 中山間地域等における管理粗放化が生物多様性へ及ぼす影響の評価と保全・
再生技術の開発

(環C19) サンゴ礁生物多様性保全地域の選定に関する研究
(環C20) 世界自然遺産地域における自然環境の変化・動態の解明に関する研究
(農C21) 農林水産生態系の機能解明と評価
(農C22) 農林水産活動に伴う農林水産生態系の変動機構の解明とモデル化
(農C23) 空気膜構造による太陽エネルギー利用ハウスの開発と栽培実証
(農C24) 地球温暖化についてのモニタリング及び将来予測
(農C25) 地球温暖化の影響及びリスクの解明
(経C26) 遺伝子組換え体の産業利用におけるリスク管理に関する研究
(経C27) 産業システム全体の環境調和型への革新技術開発(環境中微生物の高
精度・高感度モニタリング技術の開発)
(国F14) 流域圏化学物質リスク評価とリスクコミュニケーションに関する研究
(国F15) 流域・河川・沿岸海域に関する栄養塩類等の動態解明と生態系保全から
みた管理手法に関する研究
(環F18) 侵入生物と遺伝子組換え生物の生態系影響評価
(農F19) 農業生態系における侵入・導入生物の環境影響評価と防止技術の開発
(農F20) 遺伝子組換え生物の生物多様性影響評価と環境安全性評価手法の開発
(農F23) 各種生物種の流通とその生態系影響の解明と評価

(経C26) 遺伝子組換え体の産業利用におけるリスク管理に関する研究
(経C27) 産業システム全体の環境調和型への革新技術開発(環境中微生物の高精度・高感
度モニタリング技術の開発)
(農C52) 農業生物資源ジーンバンク事業
(農C61) 国レベルのバイオマス資源循環の解明
(環C62) リサイクルにより劣化した古紙パルプ繊維のナノ粒子化による新規資源循環システ
ム構築に関する研究
(環C63) 連続式マイクロ波減圧照射・滅菌による食品産業廃液の再利用化技術の開発
(環C64) 生ごみ処理機の微生物活動評価を通しての再検討
(環C65) 食品リサイクルにおける社会技術の開発・研究
(環C66) 生ごみの加圧分解による養鶏飼料化技術の開発
(環C67) 木材系廃棄物の利用方法の拡大に関する研究
(経C68) バイオプロセス実用化開発プロジェクト
(経C69) 植物の物質生産プロセス制御基盤技術開発
(経C70) 産業システム全体の環境調和型への革新技術開発（生物機能を活用した生産プロ
セスの基盤技術開発）
(経C71) 産業システム全体の環境調和型への革新技術開発（生分解・処理メカニズムの解
析と制御技術開発）
(経C72) 生物多様性条約に基づく遺伝資源へのアクセス促進事業
(国C73) 下水汚泥を活用した有機質廃材の資源化・リサイクル技術に関する調査
(農C74) 主要作物のカドミウム吸収・蓄積を抑制するための総合管理技術の開発
(農C75) 農林水産生態系における有害化学物質の分解・除去技術の開発
(文C76) 環境分子科学研究
(農C77) 地球温暖化対策技術の開発
(農C78) 農林水産業施設廃棄物等のリサイクルの開発
(農C79) バイオマスの地域循環利用システム化技術の構築及び評価手法の開発
(農C80) 林産業に係わる有機性廃棄物のリサイクル技術の開発
(農C81) 食品廃棄物のリサイクル技術及び循環利用システムの開発
(農C82) 家畜排せつ物等の有機性廃棄物のリサイクル技術の開発
(農C83) 水産加工廃棄物等のリサイクル技術の開発
(農C84) 農林業におけるバイオマスエネルギー実用化技術の開発
(農F5) 海洋生態系の解明と海洋生物資源の持続的利用技術の開発
(農F17) 環境保全を目的とした環境修復生物の探索と創出及び活用技術の開発
(経F34) バイオマス利活用技術及びバイオプロセス利用生産技術の実用化の促進

(国C51) 自然共生型国土基盤整備技術の開発
(農C53) 農業農村整備事業における環境との調和への配慮
(農C54) 野生鳥獣の個体群管理のための技術的検証
(農C55) 農林地の管理形態と野生鳥獣の相互関係の解明
(農C56) 農林業被害の発生要因の解明と予察及び軽減手法の開発
(農C57) 森林から沿岸域までの水，物質循環プロセスの解明
(農C58) 森林から沿岸域までの水物質の循環・移動モデルの開発
(農C59) 水物質循環・生態系変動統合モデルの開発
(農C60) 流域圏環境の管理手法の開発
(農C61) 国レベルのバイオマス資源循環の解明
(国F15) 流域・河川・沿岸海域に関する栄養塩類等の動態解明と生態系保全からみ
た管理手法に関する研究
(農F30) 中山間における実験系の創出による生態系サービス機能の解明
(国F31) 生物の生息環境の保全 、生物種の多様化等に資する海岸保全施設整備の
ための海岸の生態系把握に関する研究（仮称）
(農F32) 生物相保全と調和した持続的農業生産及び農地管理のための技術開発
(農F33) 農業者・農村住民等の生物多様性保全活動へのインセンティブの啓発

(経C9) ゲノム情報に基づいた未知微生物遺伝資源ライブラリーの構築
(文C10) ナショナルバイオリソースプロジェクト
(文C11) バイオリソース関係事業の推進
(環C12) 水生生物の保全に係る水質環境基準の設定に関する水生生物毒性の研究
(国C13) 海辺の生物国勢調査の推進
(国C14) 航空レーザー測量を活用した地生態学的調査及び研究 －白神山地を例にして－
(農C15) 農業農村環境情報整備調査
(農C16/17) 農林水産環境情報データベースの構築
(農C18) 海洋生物資源の変動要因の解明と高精度変動予測技術の開発
(文F6) 海底観測ステーションによる海洋生態系モニタリング技術に関する研究
(文F7) 人工知能型無人潜水機による海洋生物調査および探査技術改良に関する研究
(文F8) 潜水船、掘削船による海洋微生物の分布、機能等の調査、このための小型採取、掘削
機器等の開発。
(環F9) 動植物の移植に関するガイドラインの検討調査
(環F10) 多様な生態系の環境保全措置ガイドラインの検討調査
(環F11) 野生生物の生息地と土地被覆の関連解析にもとづく全国の多様性地図作成
(環F12) マイクロチップ等による動物の個体識別管理技術の開発
(農F13) 農業生態系における生物多様性の変動予測のための指標生物の探索
(国F14) 流域圏化学物質リスク評価とリスクコミュニケーションに関する研究
(国F15) 流域・河川・沿岸海域に関する栄養塩類等の動態解明と生態系保全からみた管理手
法に関する研究
(農F16) 二次的自然環境における絶滅危惧種のモニタリング手法と保全技術の開発
(農F17) 環境保全を目的とした環境修復生物の探索と創出及び活用技術の開発

（注） 各研究課題は関係府省提供情報による
（表２・表３に対応）




